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成果を集約し、展望と日本外交への提言を含む『戦略年次報告』を発表

「大国間時代の日米同盟」研究会：中国の核軍拡がアジアの核及び通常戦力のバランスと拡大抑止に及ぼす影
響を検討した上で、台湾有事の机上演習を実施。その結果、日米の通常戦力の劣勢が中国による台湾侵攻を招
きかねず、また中国が低出力核を実際に使う可能性があることが確認された。一方、戦線が膠着する中で行っ
た停戦交渉では双方の立場の隔たりが大きく、戦争を止めることも困難であることが浮き彫りとなった。なお、
シミュレーションを通じて、第5世代戦闘機と潜水艦の有用性が確認できた。

大国間競争時代のロシア」研究会：ロシアを代表する有識者にヒアリングを行い、ウクライナ侵略の現状につ
いての評価、政権周辺の模様、戦後の国際秩序のあり様などについて意見交換。ロシア自身が出口戦略を見
失ってしまっており戦争の長期化は避けられない、戦争がどのような形で終わるにせよ、冷戦後30年にわたっ
て続いてきた米国主導の国際秩序には戻れず、新たな世界秩序が形成されることになるだろう、といったロシ
ア側の見解を確認した。また、TGD4では他のシンポジウム等においても例が少ないと思われるウクライナ政
府当局者とロシア有識者の同一セッションにおける議論を実現し、紛争の双方の関係者が公開の場で意見を交
わす場の提供というシンクタンクならではの役割を果たせた。

「『大国間競争の時代』の朝鮮半島と秩序の行方」研究会：韓国の新政権発足（進歩から保守への政権交代）
が内政・経済・外交・安全保障政策に及ぼす影響を集中的に分析。日韓・日米韓関係に前向きながらも国内政
治の対立状況がなお大きな影響を及ぼしていることを明らかにした。また北朝鮮では金正恩体制が執権10年の
節目を迎え、体制の可視的成果（レガシー）作りが各種政策の中に強く意識されていることが明らかとなった。

発展型総合事業Ｂ「大国間競争時代の日本の安全保障」

＜成果①＞新規性・新たな知見



・駐日ウクライナ大使との緊密な関係構築：
2件のウェビナー及びTGD4への登壇により
ウクライナ政府当局者と直接連携し、日本へ
当事者の声を届けた。同時に日本の立場や支
援状況もインプット

・政権からの言論への圧力が高まっている中でもロ
シアの有識者とのオンラインでの意見交換会を開催
し、日ロの有識者間の関係を維持

・「韓国統一研究院（KINU）
共催ウェビナー」
北朝鮮情勢と日韓両国の対北政策
をテーマに一般向けウェビナーを
実施。両機関が企画・立案・広
報・視聴者募集も共同で行う文字
通りの共催行事であり、連携強化
の好例となった。質の高い議論・
発表・質疑応答は事後アンケート
でも高い評価を受けた。

・「日中韓三国協力国際フォーラム
2022」、マレーシア海洋研究所主催
会議「インド太平洋と海洋ガバナン
ス」など、世界の要人も出席する国際
シンポジウムに佐々江理事長・小谷主
任研究員が登壇し、国際秩序を巡る議
論で日本の立場をアウトプット

海外のシンクタンク等との連携強化

発展型総合事業A：「国際秩序の転換期における日本の秩序形成戦略

― 台頭する中国と日米欧の新たな協調― 」

海外主要シンクタンク・有識者との活発な意見交換・ウェビナー開催により

グローバルな知的ネットワークの構築と対外発信

○日米同盟、対北朝鮮、対ロシアなど日本の外交政策や主張を広く
発信
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発展型総合事業Ｂ「大国間競争時代の日本の安全保障」

＜成果②＞シンクタンク・有識者との連携（発信を含む）

日本の政策表明と世界有数の有識者による議論

・第４回東京グローバルダイアログ（2023年2月20ｰ21日）

関係各国の著名な有識者が多数登壇し、米中競争とインド太平
洋、海洋安全保障、ウクライナ紛争が世界に与える影響、また
米国主導の国際秩序の行方などを議論。特別セッションでは、
日本周辺の海洋安全保障につき日米台の有識者と議論を深めた。

・「日米安保セミナー」

（2023年3月20ｰ21日）日米の国家安
全保障戦略及び防衛戦略を実践する
上での課題と機会を両国の有識者が
議論、また地域情勢についての日本
の主張を広く発信



メディアへの出演・寄稿等を通じた対外発信（計128回）
・アジア・欧州・ロシア・米国・台湾など、急変する情勢
について国内はもとより海外の新聞、テレビ、雑誌等を
通じて数多く対外発信し外交・安全保障への関心に対応
・ビジネス層対象の活字媒体にも寄稿し、
幅広い層へのアウトリーチを実践
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ウェビナー開催
第４回東京グローバル・ダイアログ（TGD4）：
TGD4 【パート2】ウクライナ紛争の衝撃（１）政治・安全保障にて
駐日ウクライナ大使・ロシアRIAC会長が同セッション内で同席する
中、ウクライナ戦争の行方、ウクライナ戦争後の新たな時代をど
のようにとらえるのか、戦争後の新しい国際秩序はどのようなも
のとなるのか、といった観点から議論されたことで視聴者からも
高評価を得た。

専門家による最先端の分析と政策提言を日英両言語で分かりやすく発信

発展型総合事業Ｂ「大国間競争時代の日本の安全保障」

＜成果③＞内外への積極的な発信

研究レポート
ロシア国民はウクライナ
侵攻や政権を支持してい
るのか否か、ウクライナ
和平に誘う中国の思惑、
韓国経済の「デカップリ
ング」への対応、北朝鮮
の新たな核保有法、台湾
有事シミュレーションの
評価などにつき、最新状
況を日英両言語でタイム
リーに発信

国問研戦略コメント
西側諸国による経済制裁が
ロシア経済・社会にどのよ
うな影響を及ぼしているの
かを解説

『国際問題』
ロシア・ウクラ
イナ紛争におけ
る国際法の役割
を深堀する論考
の発信

英語による発信
AJISS-Commentary

「Seize the Opportunity 

to Improve Japan-South 

Korea Relations」等


